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出
来
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
>

第

回

と
う
が
ね
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

17

八
月
六
日
（
土
）
と
う
が
ね
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
は
、
例
年
の
開
催
会
場
で

あ
っ
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
為
、

東
金
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
変
更
し
て
、
制
限
あ
り
あ
り
の
プ

チ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
と
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
空
気
の
入
れ
替
え
、

密
に
な
ら
な
い
配
置
な
ど
を
徹
底
し
て
、
七
つ
の
ブ
ー
ス
と
六
団
体
の
舞
台
で
の

演
芸
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
約
百
名
の
来
場
者
の
方
々
に
も
感
染
予
防
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
舞
台
で
の
演
芸
披
露
や
ブ
ー
ス
で
の
体
験
と
、
マ
ス
ク
の
下

に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
参
加
し
た
方
々
が
舞
台
で
踊
り
や
マ

ジ
ッ
ク
を
初
披
露
し
た
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
ブ
ー
ス
で
は
来
場
し
た
お
子
さ

ん
達
と
一
緒
に
作
品
を
作
っ
た
り
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
発
表
を
終
え
た
参
加
者
は
、
今
後
も
地
域
で
の
活
動
を
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
は
み
え
ま
せ
ん
が
、
「
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
・
・
・
三
年
ぶ
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
は
来
年
度
に
む
け
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ステージ発表･舞踊

体験ブース･バルーン

夏休みボランティア体験
～少し行動するだけで、誰かの助けになれる～

コロナ禍により一昨年は中止、昨年は７月の一部のみ実施という事で、
今年の実施も無事実施できるかはらはらでした。申し込みは24名。コロナ対策で、１日2人まで
と上限を設けた為、お断りせざるを得ないこともあるほどの盛況でした。
コロナ第７波の影響を受け、ボランティアグループや高齢者、障がい者施設で「受け入れは中止
します」との報告があり、活動先を変更したりしましたが、１６名が活動できました。
閉校式では、「コミュニケーションを取ることの大切さを知った」

「どんな人とも一緒に楽しみ笑い合うことで、共に成長できると感じた」
「自分でも誰かを幸せにできる」「少し行動するだけで誰かの助けになる、
たくさんの人がボランティアを知って行動すればたくさんの人の助け
になる」などなどの体験を発表してくれました。参加者は皆、「またや
りたい！」と意気込んでくれています。小さな芽がたくさん育っていると
思いました。
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パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
い
遠
隔
で

会
議
を
開
く
ズ
ー
ム
会
議
。
自
宅
に
い

な
が
ら
話
し
合
い
が
で
き
、
と
て
も
便

利
で
す
。
会
議
だ
け
で
な
く
、
仲
間
同

士
で
の
お
喋
り
会
に
も
利
用
。
普
段
あ

ま
り
会
え
な
か
っ
た
学
生
時
代
の
仲
間

と
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。
近
況
報

告
や
、
昔
の
話
に
華
が
咲
き
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
お
茶
や
珈
琲
を
飲
み
な
が

ら
、
中
に
は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
を
飲
ん

で
い
る
人
も
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
自
由
な
行
動
が
と
れ
ず
に
。
け

れ
ど
も
、
こ
ん
な
状
況
で
も
出
来
る
こ

と
を
見
つ
け
て
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
年
の
ボ
ラ
セ
ン
ま
つ
り
も
そ
ん

な
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
い

つ
も
の
ま
つ
り
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

（
た
あ
ち
）

｢ボラセンだより｣第８３号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター

TEL 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

つ
ぶ
や
き

トウガネゼーション 代表 山内 勲

八鶴湖は周知の通り東金市が誇る観光名所でして、市民の憩いの場になっています。
しかし弁天島に隣接する湿地は、雑草が生い茂る荒地のまま長らく放置されていました。
この荒地を回復させ、さらに美観を良くするため、２０１７
年にトウガネゼーション（造語）を結成して、当湿地の草刈
りと花植えを行いました。
現在は八鶴湖を管理する東金市商工観光課の後援で、年に４
回の草刈りと四季折々の花を花壇や路地に植えて、湖畔を散
策する人達に楽しんでもらっています。
会員の見識を広めるために、近隣の神社や名所を散策したり、
他の会が開催する家之子のホタル観察会や松之郷の山ユリ鑑
賞会などに出かけ、コミュニケーションを深めています。会
員は１１名で構成する家族的な雰囲気が特徴です。中高年者
の皆様は小さな社会貢献のボランティア活動が生きがいにな
って精を出しています。

ボ ラ セ ン だ よ り 第８３号 令和４年 １０月

『第31回フードドライブ』
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不要となった食品・食材を企業や個人から引き取
り、支援窓口を通じて申請頂いた生活に困窮する
個人、世帯、福祉関連施設へお配りします。
みなさまのご協力をお願いします。

☆寄付いただきたい食品

穀類・保存食品(缶詰・瓶詰など)
インスタント食品・レトルト食品
乾物・菓子類・飲料・調味料・食用油
防災食など

☆注意いただきたい点

①賞味期限が明記され
2か月以上あるもの

②常温保存可能なもの
③未開封のもの
④破損で中身が出ていないもの
⑤米は令和２・3年度まで。（玄米可能）
⑥アルコールは受付なし

◍ẬǿɥɲɼɏȬȫɄɼɈʁȎǷ

●
コ
ー
プ
み
ら
い

く
ら
し
と
地
域
づ
く
り
助
成

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
市
民
活
動

を
応
援

締
切

月
４
日
当
日
消
印
有
効

１１

●
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

障
が
い
の
あ
る
方
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

事
業
・
活
動
を
支
援

締
切

月

日
当
日
消
印
有
効

１１

３０

お
問
い
合
わ
せ

東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

５
２-

５
１
９
８

助
成
情
報

ボランティア講座

国際交流会～日本の遊び・文化体験～
地域に住む外国人・日本人問わず文化体験
を通じた交流会を実施します。

日時：10月31日（月）13：30～15：30
会場：ふれあいセンター 和室
内容：かるた対決、折り紙、

着物（ゆかた）体験
定員 １５名程度


